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議案第８６号説明資料 

資料１ 

 

 仙北市職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例制定について 

 

 

１ 改正理由 

令和６年８月８日に人事院が行った「公務員人事管理に関する報告」における「仕事と

生活の両立支援の拡充」に対応する人事院規則等の改正に伴い、一般職の国家公務員に準

じ、仕事と生活の両立支援のための措置を講ずる必要がある。 

 

２ 改正内容 

（１） 任命権者は、仙北市職員の育児休業等に関する条例（平成１７年仙北市条例第２８

号）第２３条の措置を講ずるにあたっては、同条の規定による申出をした職員に対し

て、出生時両立支援制度等の周知、当該制度の請求等に係る意向確認その他の措置を

講じなければならないこととする。（改正後の第１９条の２関係） 

※職員またはその配偶者が妊娠し、又は出産したことその他これに準ずる事実を申し

出たときは、出産や育児に伴う休暇制度（配偶者出産休暇や育児休業制度等）につい

て、内容の周知及び請求等の意向確認をしなければならない。 

（２）任命権者は、３歳に満たない子を養育する職員に対して、育児期両立支援制度等の周

知、当該制度の請求等に係る意向確認その他の措置を講じなければならないこととす

る。（改正後の第１９条の２関係） 

   ※育児期両立支援制度：育児休業や育児部分休業、育児短時間勤務や時間外労働の制

限など、仕事と育児を両立できるよう支援する制度。 

（３）任命権者は、意向を確認した事項の取扱いに当たっては、当該意向に配慮しなければ

ならないこととする。（改正後の第１９条の２関係） 

（４）任命権者は、職員が配偶者等が当該職員の介護を必要とする状況に至ったことを申し

出たときは、当該職員に対して、介護両立支援制度等の周知、面談その他の措置を講

じなければならないこととする。（改正後の第１９条の３関係） 

   ※介護両立支援制度：介護休暇や介護時間、時間外勤務の制限など、介護を必要とす

る家族を抱える職員が、仕事と介護を両立できるよう支援する制度。 

（５）任命権者は、職員が４０歳に達した日の属する年度に達したときに、当該職員に対し

て介護両立支援制度等を知らせなければならないこととする。（改正後の第１９条の

３関係） 

（６）任命権者は、介護両立支援制度等の請求等が円滑に行われるようにするための措置を

講じなければならないこととする。（改正後の第１９条の４関係） 

（７）その他所要の規定の整理を行うこととする。 

 

３ 施行期日等 

（１）この条例は、令和７年１０月１日から施行する。ただし、２（２）については公布の

日から施行する。 

（２）この条例の施行に関し所要の経過措置を講ずることとする。 

 

※経過措置の内容 
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 ・任命権者は、この条例の施行日前においても３歳に満たない子を養育する職員に対して、

育児期両立支援制度等の周知及び制度利用についての意向確認を行う措置を講じることがで

きる。この場合においてその講じられた措置は、施行日以後は改正後の仙北市職員の勤務時

間、休日、休暇等に関する条例第19条の２第２項の規定により講じられたものとみなす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


